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本件に関するお問い合わせ先 

(財)日本サッカー協会 FIFA ワールドカップ™招致本部 
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kaise@jfa.or.jp 
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1.はじめに(FIFA ワールドカップ™招致の背景) 

 

 「JFA2005 年宣言」の実現に向けて、サッカー界を発展させるだけでなく、サッカー

を通じて日本のスポーツ文化を活性化させ、子どもたちに夢を与えるための大きな機会

として FIFA ワールドカップ™を招致する。2050 年までに単独開催を実現するため、限

られた機会を逃さず、継続的な活動として招致に取り組む。 

 招致プロセスに参加している国は、11（共催は 1 とする※下図参照）。直近の 2 大会

で FIFA ワールドカップ™を開催した大陸からは立候補できないという現状の FIFA ルー

ルに従うと、2050 年までに限られたチャンスを最大限に活かしていくことが重要とな

る。日本としては、2002 年からの短い間隔だからこそ、当時培われた経験や人材とと

もに、FIFA ワールドカップ™をより素晴らしい大会に高めることができるという強みを

もって招致に挑んでいく。 

 

＜招致プロセス参加国（開催希望年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アジア（5）＞ 

 日本 （2018/2022） 

 オーストラリア （2018/2022） 

 韓国 （2022） 

 カタール （2022） 

 インドネシア （2018/2022） 

＜欧州（4）＞ 

 イングランド （2018/2022）  

 ロシア （2018/2022） 

 スペイン／ポルトガル （2018/2022） 

 オランダ／ベルギー （2018/2022） 

 

＜北中米（2）＞ 

 アメリカ合衆国 （2018/2022） 

 メキシコ （2018/2022） 
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2.FIFA ワールドカップ™招致活動 今後の主要スケジュール 

 

 

 

 FIFA 宛て提出/連絡 期限 

都道府県協会 

／自治体 

(開催都市･ﾁｰﾑﾍﾞｰｽｷｬﾝﾌﾟ) 

JFA 

2009 年 

 5 月   14 理事会 

6月 15 [招致委員会 形式連絡]  14 評議員会 

19 理事会 

7月   

25 ･本資料 発信 

 ･誘致の関心表明 受付開始 

9 理事会 

25 全国専務理事会議 

 

8 月 14 [招致委委員会 規約/ 

内部規則草案] 

 

 

 

9 月 18 [招致委 設立] 

30 [組織委員会 規約] 

 [招致ﾏｰｸ] 

9 誘致の関心表明 受付締切 

 

[9～10 月予定] 

･ 誘致の関心表明 協会/自治体向け 

説明会 

･誘致正式立候補 受付開始 

10 理事会 

 

[9～10 月予定] 

招致委員会 発足 

10 月   8 理事会 

 

11 月  

 

 12 理事会 

12 月 11 [招致契約書] 

 [招致委員会 設立保証書] 

 [招致委員会 登記簿謄本] 

 [組織委員会 設立] 

 

 

 

 誘致正式立候補 受付締切 

10 理事会 

2010 年 

 1 月  

 

 14 理事会 

2月   

 誘致候補地 視察/調整 

10 理事会 

 

3 月 31 [組織委員会 登記簿謄本]  18 理事会 

 

4 月   (理事会は以降未定) 

 5 月 14 [招致ﾌﾞｯｸ･開催契約書] 

 [招致付属文書] 

 [確認合意書(組織委員会)] 

 

7 月 FIFA 視察(予定) 

 

 

12 月 開催国 決定(FIFA 理事会) 
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3.FIFA が定める主要な施設条件 

「招致契約書」にて FIFA が定める、ベニューに関係する主要施設条件は下記の通り。 

 

■ 開催都市 

スタジアム 1以上 

トレーニングサイト 
4以上（メイン 1・予備 1・2チーム分） 

チームホテルから車で 20分以内の距離に所在 

交通輸送 
試合日における無料公共輸送（チケット保有者、ホスピタリテ

ィゲスト、FIFA ファンフェスト観客を対象） 

バスおよび列車 開催都市内での試合終了後に 4時間以上の運行継続 

ファンフェスト会場提案数 2以上 

ファンフェスト詳細 
後日提示される「FIFA ファンフェストイベントマニュアル」に

て規定 

 

■ スタジアム 

提案数 12～18 

観客数 

40,000 席以上（グループマッチ＜開幕戦を除く＞、ベスト 16、準々決

勝、3位決定戦） 

60,000 席以上（準決勝） 

80,000 席以上（開幕戦、決勝） 

照明 最低 2,000 ルクス以上（バックアップ照明は最低 1,400 ルクス以上） 

大型映像装置 2台以上 

電力供給 独立電源を 2以上 

インフラ要求事項 招致プロセスにおける要求事項を「スタジアム契約書」にて規定 

要求事項詳細 開催国決定以降に提示される「スタジアム要件ハンドブック」にて規定 

 

■ トレーニングサイト 

観客席 500 席以上 

非公開トレーニング 可 

報道会見室 100 席以上 

照明 500 ルクス以上 

 

■ チームベースキャンプ 

提案数 64 

立地条件 トレーニングサイトからバスで 20分以内の距離に所在 

宿泊施設 

70 室以上のベッドルーム（チーム専用フロア） 

40 名収容のチーム専用会議室 

70 名以上収容できるチーム専用の食事会場 

チームホテル使用費用 各参加加盟協会にて負担 

要求事項詳細 後日 FIFA より提示 
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4.誘致の関心表明 

 

本資料は、招致委員会の正式な設立(9～10 月予定)の前に、都道府県協会および関連自治体への情

報提供を主目的に作成しました。 

そのため、スタジアム/開催都市・チームベースキャンプの立候補については、まず「誘致の関心

表明」を都道府県協会に行って頂き、招致委員会の設立後、正式な立候補を受け付けることとしま

す。 

つきましては、スタジアム/開催都市・チームベースキャンプとしての立候補に関心をお持ちの都

道府県協会は、(関連自治体と連携の上で)下記の通り「誘致の関心表明」を行って下さい。 

 

■ 誘致の関心表明 書式 

本資料末尾の書式を使用して下さい。 

 

■ 申請の方法・期限 

 

2009 年 9月 9 日(水)18:00 必着にて、Eメールまたは fax にてご提出下さい。 

 

E メール： fwc.japan.2018.2022@jfa.or.jp 

fax： 03-3830-2005(JFA 代表) 

 

※ 個人情報が記載された書類については、今回の提出のみの利用とし、その他一切利用しま

せん。 
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5.FAQ (想定されるご質問への回答) 

 

■ 招致に関わる FIFA 文書 

Q： FIFA が定める文書の詳細は？ 

A： FIFA から展開されている各種文章/契約書は、｢誘致の関心表明｣を行って頂いた都道府県協

会宛てに、追って展開します。 

 

■ FIFA が定める主要な施設条件 

Q：現時点で条件を満たさない施設も、条件を満たす「予定」として誘致の関心表明は可能か？ 

A： はい、「予定」として誘致の関心表明をして頂くことは可能です。 

 

■ 誘致の関心表明 

Q： 今回(＝9/9(水)の期限まで)、誘致の関心表明を行わないと、その後の正式立候補はできな

いか？ 

A：  いいえ、今回の誘致の関心表明をされなかった都道府県協会/自治体についても、その後の

誘致の正式立候補は可能です。 

 ただし、誘致の関心状況のより正確な把握等のために、立候補の可能性が少しでもある場合

は、できるだけ今回の誘致の関心表明を行って下さい。 

 

Q：今回の誘致の関心表明をするために、該当自治体の正式な手続き(議会承認等)は必要か？ 

A： いいえ、今回の誘致の関心表明は、招致委員会発足前の予備的な手続きとなりますので、本

招致本部としては、自治体側の正式な手続きは必要ありません。 

※ そのため、申請主体はあくまで都道府県協会とし、具体的な自治体関連情報があれば書

類中に記載して頂く形式を取っています。 

 

Q：今回の誘致の関心表明をしても、途中で誘致の関心表明/誘致の正式立候補の取り下げはで

きるか？ 

A： はい、可能です(その場合、取り下げの申請書式等は現状では特にありませんが、協会/自治

体側にて適宜文書を作成し、書面にて本協会宛てにご提出下さい) 

 

■ その他 

Q： 招致に関する全ての詳細な情報を教えて欲しい。 

A：  本資料内に記載の通り、本資料は招致委員会発足前の予備的な情報となり、詳細/正式な情

報は、招致委員会の発足(2009 年 9～10 月予定)の後、速やかに展開させて頂きます。 

 それまでに必要な情報については、お手数ですが、本資料(P.1)に記載の担当者まで個別に

お問合せ下さい。 

 

Q： 誘致の関心表明および正式立候補に関わる申請料/費用等はあるか？ 

A：  誘致の関心表明については、申請料等は不要(無料)です。 

 ただし誘致の正式立候補については、立候補して頂いた自治体に「招致協力金」等のご協力

をお願いする予定です。詳細は、招致委員会にて決定の上、改めてご案内申し上げます。 
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6.個人情報の取り扱い 

 

本協会では、「誘致の関心表明」のご提出にあたり、以下に示す通り、個人情報を取得し、利用

します。 

(1) 取得する個人情報(都道府県協会内担当者) 
・ 氏名 ① 

・ 都道府県サッカー協会での役職 ② 

・ 電話番号・FAX 番号・携帯電話番号 ③ 

・ E メールアドレス ④ 

(2) 利用目的 
・ FIFA ワールドカップ™招致に関わる諸連絡・通知 ＜①②③④⑤＞ 

・ FIFAワールドカップ™招致に関わる会議(誘致関心表明協会向け説明会等)や資料への掲

載 ＜①②＞ 

(3) 注意事項 
「誘致の関心表明」応募書類に個人情報が記載されている場合、上記の目的で利用される

ことがあります。予め了承の上、応募書類を作成頂きます様お願い致します。 
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2009 年  月  日 

財団法人 日本サッカー協会 

FIFA ワールドカップ™招致本部 御中 
 

 

 

 

我々       サッカー協会は、貴本部の文書「2018/2022 年 FIFA ワー

ルドカップ TM 日本国内での招致関連手続きの説明および 誘致の関心表明」

(2009 年 7 月 25 日付)の記載内容にもとづき、ここに「誘致の関心表明」を行

います。 

都道府県協会名  

専務理事 氏名  

本件に関する 

都道府県 FA 内 

担当者 

氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)  ( ) 

都道府県 FA での役職  

JFA との連絡先 tel  

fax  携帯電話  

E メール  

現時点で具体的な情報があれば、下記にご記入下さい 

 自治体名 施設名 

該当するものに○を記入 

ｽﾀｼﾞｱﾑ/ 

開催都市 

ﾁｰﾑﾍﾞｰｽ 

ｷｬﾝﾌﾟ 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

ｻｲﾄ 

1      

2      

3      

4      

5      

6      

7      

2018/2022 年 FIFA ワールドカップ TM 

誘致の関心表明書 


